
令和8年度「ふる郷の木づかいプロジェクト」イベント開催業務委託 仕様書 
 
 
1 委託名 

令和8年度「ふる郷の木づかいプロジェクト」イベント開催業務委託 

 

2 委託主旨 

県民に森林・林業・県産木材利用への理解促進を図るとともに、木材とのふれあいを通

じて県産木材の良さや利用意義の普及啓発を行う。 

 

3 主催 

佐賀県（以下「県林業課」という。）、公益財団法人さが緑の基金 

 

４ 開催概要 

（１） イベント名 令和8年度 第3回 さがの木になるフェス 

（２） 日  時 令和8年11月7日（土）10時～16時 （予定） 

（３） 場  所 吉野ヶ里歴史公園 弥生の大野（キャンプフィールド南側） 

（４） スケジュール 会場設営 令和8年11月6日（金）10:00～17:00 

開催当日 令和8年11月7日（土）10:00～16:00 

会場撤去 令和8年11月7日（土）17:00～18:00 

令和8年11月8日（日）10:00～撤収完了まで 

（５） 内  容 （ア）木とのふれあいイベント 

（イ）森林・林業・木材利用に関する展示 

（ウ）その他企画応募者提案イベント 

（６） 来場見込数 2,000名程度 

 

 

５ 業務内容 

（1）全体に関すること 

・当日のスタッフについて配置図やスケジュール表等を作成し、円滑に運営すること。 

・イベントの企画・準備・設営・運営にあたっては、関係団体及び機関との連絡調整を確実

に実施し、トラブル等が発生しないよう十分注意すること。 

・イベント保険に加入すること。 

・救護体制を整えること。 

・モクリン、クスリン、森川海人くん等の関連キャラクターを事前広報及びイベント

日に効果的に活用しイベントの周知・来場促進を図ること。また、併せてキャラク

ターの知名度アップを図ること。 

・会場付近にキャンプフィールドがあるため、早朝、夜間の活動は控えること。会場

設営から撤収を含め、10時から18時までの間に活動すること。 

 

（2）企画に関すること 

① 主催者提案イベントの実施 

・イベント内容及び必要な物品等の数量は、別紙1「主催者提案イベント」のとおり。 

・出展団体との連絡調整を行うこと。 

・各出展者に対し、別紙1のとおり材料費等の必要経費を支払うこと。 



・主催者提案イベントについては、現時点での見込みであるため、今後の詳細打合

せにより出展者及び材料費等については、変更となる場合がある。 

② 企画応募者提案イベントの実施 

・参加者を限定せず、森林・林業に親しみを持てるようなイベントや企画等を提案

し、実施すること。 

例）木工工作、「モルック」、「積み木」、「ドミノ」、クイズコーナー、ス

タンプラリーなど 

・飲食物等の販売や休憩エリアの設置等により、来場者が長時間滞在できるよう工

夫すること。 

 ※キッチンカーを手配する場合は、最低5台手配すること。 

・企画イベントの使用材料は原則として県産木材を使用すること。 

・電気工具、のみ等、特に経験が必要な機械、道具等は使用しないこと。 

・受託者企画エリア内（別紙2-1「令和8年度さがの木になるフェスレイアウト（案）」

参照）にてスペ-スの内訳を考案すること。 

 

③ 企画会議の実施 

・出展団体を招集した企画会議を10月中旬から下旬の間に開催すること。 

 

（3）準備・会場設営に関すること 

① イベントの広報等 

・広報誌等へのイベント周知を目的とした広告の作成・掲載を行うこと。 

・チラシ（2,600枚 A4 カラー）及びポスター（170枚 B2 カラー）は、主にイベ

ントのPRと内容の一部紹介を掲載すること。 

・チラシ・ポスターは、県公式HPなどでの広報展開を計画しているため、令和8年9月

下旬までに作成すること。 

・当日チラシ（1,500枚 A4 2色刷り）は、表面に当日のイベント内容及びスケジュ

ール、裏面に来場者アンケ-トを掲載すること。 

・アンケートの内容については県林業課が提示する。 

・チラシ、ポスター、当日チラシの配布先、配布部数については、受託者の企画提案

も考慮し、受託者と協議して決定する。 

・チラシ・ポスターについては、仕分け・配送まで県林業課が行う。 

・キャラクターの着ぐるみをイベント内で受託者が使用する場合は、事前に県林業

課に協議すること。なお、その場合、モクリンについては、受託者が（一社）佐賀

県木材協会から借用し、イベント終了後にクリーニング等を実施し返却すること。 

 

② スタッフ、マニュアル等 

・イベントスタッフ用のスタッフタグは、県林業課が準備する。 

・イベント当日スタッフの配置については、事前に配置図を提出すること。 

・イベント前日の夜から朝まで警備員を手配し、設営後の会場警備を行わせること。 

・イベント当日に看護師(1名以上)を配置すること。 

・第１臨時駐車場（別紙2-2「令和8年度さがの木になるフェス全体図」参照）におい

て、警備員を手配すること。警備員の人数については、同日に同公園内「市の広

場」で開催されるイベント関係者と調整し、決定すること。 

 

 



③ 会場設営 

・会場の使用申請については、県林業課で行う。（会場費不要） 

・会場レイアウトは、別紙2-1「令和8年度さがの木になるフェスレイアウト(案)」

を参考にし、詳細は、受託者の企画提案を考慮し、受託者と協議して決定する。 

・車両の進入が可能な通路は、別紙2-2「令和8年度さがの木になるフェス全体図」

のとおり。企画提案及び会場設営時及び撤去の際は、注意すること。 

・立て看板、各コーナー看板、会場案内板等を設置すること。 

・県林業課が持参するのぼり旗を会場内に設置すること。ポール及び注水台は別途

手配すること。 

・県林業課が佐賀市から借用する木製テーブル及びベンチ（テーブル40台、ベンチ

80脚）については、管理者(富士大和森林組合)から借用し、会場へ搬入のうえ、

各出展ブース及び企画内容に配慮しながら適切に配置すること。 

・会場各所及び受付にゴミ箱を設置すること。 

・発電機の使用においては基準を遵守し、消火器等の設置や届出等を行うこと。 

 

④ 表彰式 

・「第42回佐賀県児童・生徒木工工作コンクール表彰式」について、会場設営及び司

会・運営を行うこと。 

・ステージについては、ステージ用テント（２Ｋ×３Ｋテント２張）を設置するこ

と。 

・ステージ前には表彰式出席者等のため県林業課借用の木製ベンチを配置し、表彰

式及び授与者の待機席には席札を掲示すること。なお、表彰式は屋外となるため、

雨天が予想される場合には待機席にもテント等を設置すること。 

    

 

（４）当日運営等に関すること 

・会場設営やイベントの開催状況について写真で記録すること。 

・当日チラシの配布数によって、来場者数を把握すること。 

・来場者にアンケートへの回答を促し、受託者企画エリア内で回収すること。 

 

（５）会場撤去等 

・イベント終了後は17：00から搬出可能とし、搬出及び撤収作業については18:00ま

でに終了させること。（16:00～17:00のイベントエリア内での片付け作業は可） 

・イベント当日の撤収作業で完了しなかった業務については、翌日の午前10時から

実施すること。なお、公園利用者の利用の妨げとならないよう十分配慮し、公園の

指定管理者の調整の上速やかに作業を完了すること。 

・来場者へのアンケートは、受託者企画エリア内で回収し集計すること。 

・設置したゴミ箱等を撤収時に回収し、適切に処分すること。 

 

６ 委託期間 

契約締結日から令和 8年 12 月 21 日（月）まで 

7 委託料の支払い 

前金払（契約金額の 3割以内）、完了払 

 

 



８ 活動報告と活動内容の確認 

受託者は、業務完了の際に以下の項目について県林業課に提出するものとする。 

・令和8年度「ふる郷の木づかいプロジェクト」イベント開催業務委託活動報告書 

・開催状況写真（データ） 

・事前会議の様子を撮影し、実績報告書に掲載すること。 

・施設の設営状況や司会者・警備員等の活動状況写真を撮影の上提出すること。 

・来場者へのアンケ-ト集計結果(活動報告書において報告) 

・紙媒体で提出する際の提出部数は1部、電子データはUSBメモリ等により提出すること。 

 

 

９ その他 

・資機材は、特に指示があるものを除き、受託者が調達するものとし、その費用は契約

金額に含めるものとする。 

・受託者は、本委託業務を履行する上で知り得た情報について、第三者に漏らしてはな

らない。 

・ポスター、写真等の成果物は、県林業課が自由に二次利用できるものとする。 

・荒天時やイベント・式典等の内容により、契約内容の変更を行うことがある。変更内容につ

いては、県林業課と受託者との協議により決定する。 

・ユニバ-サルデザインの視点から、別添「みんなで楽しむイベントづくりサポ-トブック」を

参考に取り組むこととする。 

・本委託の実施に当たっては本仕様書によるものとするが、疑義が生じた場合は速やかに県林

業課と協議するものとする。 



別紙１
主催者提案イベント

イベント名 実施団体 区分
材料費

(万)
テント 机 椅子 発電機 電光ドラム ブルーシート イーゼル 火気 水 備考

旅費
県産木材スマホスタンド、木の箱づ
くり

佐賀県木材青壮年会 体験 5.2 2 10 20 - - 2 8 5 - - - -

ワークショップ(木のクルマ、鍋敷
き、キーホルダー)

諸富家具振興協同組合 体験 11 2 8 20 - - - - 5 5 - - - -

ウッドリボンフラワーづくり Hana・遊・You 体験 5 2 15 30 - - - 1 5 5 5 4 - 〇 水40ℓ

木工作（木の動物マグネット） NPO法人みんなの森プロジェクト 体験 3.3 1 6 15 1 1 - - 2 2 1 - - -
木製ボックスづくり
県産木材積み木広場

認定NPO法人
とす市民活動ネットワーク

体験 4.6 2 8 20 - - 1 - 3 3 - 1 - -

佐賀の香りKusu
脳の若返りスプレーづくり

AEAJ認定校
aroma aroma香りの学校

体験 7.5 1 4 10 - - - - 4 4 - 1 - -

チェンソーアートデモンストレーショ
ン
チェンソーアートオークション

SAGAチェンソーアートクラブ
実演
その他

3 1 2 2 1 - 2 - 2 2 - - - - ゴミ袋10枚

木工教室・ミニ小屋組立
左官壁塗り体験・カンナ削体験

佐賀県建設労働組合連合会 体験 - 4 6 12 1 1 4 - 30 - - - - 〇 水100ℓ

佐賀県木造塾 (一社)佐賀県建築士事務所協会 体験 - 4 14 32 1 4 8 2 18 - - - - 〇 水60ℓ
丸太切り体験 森のとびら 体験 1 1 4 10 - - - - 4 4 - - - -

ウッドデッキの設置 (一社)佐賀県木材協会
展示
体験

- 1 5 15 - - - - 3 - - - - -

県産牛乳のＰＲ（試飲・販売）、模
擬牛による搾乳体験もしくはバター
づくり体験

県畜産課（JAさが）
体験
販売

- 1 1 2 1 - - - 5 - - - - 〇 水10ℓ

県産原木しいたけ販売 佐賀県原木しいたけ栽培研究会 販売 1.5 1 4 10 - - 2 3 3 - - - 〇 -
農産物・加工品販売・抽選会 県農業経営課 販売 - 4 10 12 2 1 3 - 6 - - - - -

住まいの地震体験展 県建築住宅課
展示
体験

- 2 4 6 - - 1 4 4 - - - - -

ハーベスタシミュレーター
林業のお仕事相談会

日立建機、森林整備担い手育成基
金

体験 - 1 2 5 1 1 - - 2 - - - - -
・ディスプレイ1台
・HDMIケーブル１個
・インバーター発電機

募金 さが緑の基金 展示 - 1 1 2 - - - - 2 - - - - -

受付、表彰作品展示
県林業課
受託者

その他 - 2 2 4 - - - 5 10 - - - - -

表彰式、ステージ
県林業課
受託者

その他 - 2 - - - - - - - - - - - -

42.1万円 35張 106台 227脚 8台 8台 23枚 15脚 116人 30人 6人 6人

スタッフ人数
（スタッフタグ数）

木育サポーター
(ボランティア)

への旅費
(２,300円 / 人)

報償費が必要
な指導者

(7,000円/人)

合計



令和8年度さがの木になるフェスレイアウト（案）

ステージ(表彰式)
7.2×5.4×0.6入

口

＝２Ｋ×３Ｋ
（3.6m×5.4m）

＝スペース

本部・受付 Hana aroma

農業経営課

建築住宅課

チェンソーアート

とす市民

未来工房

建築士事務所協会 建労連木青会

畜産課(JAさが)

しいたけ みん森

キッチンカー 企画イベント

さが緑の基金
担い手育成基金
(シミュレーター)

諸富家具

木材協会

のぼり旗

休憩所

受託者企画エリア

表彰式
作品展示

音響

別紙２−１



令和8年度さがの木になるフェス全体図 別紙２−２

さがの木になるフェス

車両侵入可


